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培養 に よるタネガシマアマ ノ リの生活史
右 田 清 治 ・伊 藤 龍 星
The Life History of Porphyra tanegashimensis 
(Rhodophyta, Bangiales) in Laboratory Culture.
Seiji MIGITA and Ryusei  ITO
 The life history of the red alga Porphyra tanegashimensis SHINMURA collected from 
Okinawa Island, southern Japan, was completed in laboratory culture. The culture was 
started using the free-living Conchocelis thalli of this species. Fragments of Conchocelis 
filaments were scattered on oyster shells and they regenerated  branchlets. The bran-
chlets began to penetrate into the shells and developed newly to Conchocelis thalli. 
Growth morphology and growth degree closely resembled to those of the other species 
of Porphyra such as P. yezoensis. The colour of the Conchocelis thalli, densely growing 
in the shells, was generally reddish purple. The suitable growth temperature of the 
Conchocelis thalli was seemed to be  25  C which was higher than that of other species of 
cultivated Porphyra. Conchosporangia were formed under the temperatures of  25-30  V. 
When the Conchocelis thalli with conchosporangia transferred to lower temperatures of 
 20~22°C, they became mature and liberated conchospores. Liberated conchospores 
become spherical, measuring  11~14  µm in diameter, and germinated into leafy thalli. 
Developed leafy thalli were divided into several lacerate blades having microscopic  den-
tides along the margins. After 65 days culture, they attained to 12 cm in length and 
formed antheridial and cystocarpic cells. The chromosome number of this alga was 
conuted to be three in vegetative cell and antheridium, and to be six in carpospore germling, 
Conchocelis filament and immature conchosporangium.
紅 藻 タネ ガ シマ アマ ノ リPorphyratanegashimen-
sisは,Shinmura(1974)に よって鹿 児 島県種 子 島 よ
り発見 され,ア マ ノ リ属 の新種 と して記 載 され てい
る。 また,Shinmura(1974)は そ の形 態 や天 然 の生
育 生態 につ い て詳 細 に報告 し,さ らに胞 子 の発生 実
験 も行 い本種 の生活 史が ア マ ノ リの他 の種 とほ ぼ同
様 であ る ことを明 らか に して い る。
著者 らは,沖 縄 本 島 で採 集 され た タネ ガ シマ ア マ
ノ リを用 いて,1985年 に室 内培 養 でそ の生活 史 を完
結 し,ま た葉体,糸 状 体期 の染 色体 も観 察 したの で,
それ らの結果 を報告 す る。
材料と方法
実験 に は,1980年2月 に沖 縄本 島 で採 集 され た タ
ネガ シマ アマ ノ リ葉体 よ り果胞 子 を放 出 させ,そ の
発芽 体 を フ リー糸 状体 と して継 続培養 して きた もの
を用 い た。
糸状体 期 の生長 や形 態 につ いて は,フ リー糸状 体
を家 庭用 の ミキ サ ーで約60秒 間切 断 し,そ の細 断枝
を カキ殻 に付 着穿 孔 させ て観察 した。 また,基 質 を
用 いず フ リー糸状 体 の細 断枝 をそ の まま フラ ッ トシ
ャー レ内で培 養 し実験 に供 した。糸状 体 の一般 的培
養 は,水 温20℃,蛍 光 灯 の 白色光2,0001ux,10:
14の 光周 期 の も とで行 った 。
水温 と生長,殻 胞子 嚢枝 形成 の関 係に つ いては,
それ ぞれ15,20,25,30℃ と20,22。5,25,27.5,30
℃の各水 温下 で培 養 し,対 照 の スサ ピノ リ(品 種 ナ
ラ ワホ ソバ)と 比 較 してみ た。 な お,カ キ殻 穿孔 糸
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Species P．　tanegashimensis　P．　yezoensis Species P，　tanegashimensis　P．　yezoensis
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1　month　old　Conchocelis　thalli　were　cultured　under　the
light　intensity　of　about　3，　OOO　lux　（cool－white　fluores－
cent　light）　with　10　h　photoperiod　pe’r　day．
一　none，　十　rare，　十十　many，　＊many　Conchocelis
filaments　died．
Free－living　Conchocelis　thalli　were　cultured　under　the
light　intensity　of　about　2，　OOO　lux　（cool－white　fiuores－
cent　light）　with　10　h　photoperiod　per　day．
一　none，　十　rare，　十十　many．　＊many　Conchocelis　thalli
died．
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Fig　4　Conchospores　of　P　tanegashzmensts　and　their　development
　　　A　Conchospores，B　2－day－old　germlmgs，C，　D　Young　leafy　thalh　on　vmylon　yarn，C　12－day－old，D　21－
　　　day－old，E　40－day－old，F　50－day－old　thalh，　hawung　several　shts，G　Mature　thallus，　having　many　lacerate
　　　blades　after　65　days　culture　（Scale　bar　m　A，　B＝20pm，　m　C＝100pm，　m　D＝400pm，　m　E一一G＝　1　cm）
ようになった。また，生長した葉体ては葉か分裂す
るか，それらの葉体を検鏡すると細胞壁に直線状の
裂け目かてき（Flg　5，D），それか分裂の起原をな
すように観察された。なお，培養葉体ての生殖細胞
の分裂様式は，Shlnmura（1974）の記載と同じく，
造精器て64（a／4，b／4，　c／4），嚢果て8（『Y2，
b／2，c／2）てあった。
　核染色による観察ては，葉体の栄養細胞の休止核
は細胞の1隅に偏在し径約2μmて，分裂時には中
央に位置するようになり，前期の終りて3個の染色
体かみられ（Flg　6，A，　B），また造精器内の精子形
成時にも染色体は3個て（Flg　6，C），　n＝3てあ
った。一方，果胞子発芽体の最初の核分裂ては6個
の染色体かみられ（Flg　6，　D），糸状体の枝（Flg　6，
F）や殻胞子嚢枝の体細胞分裂（Flg　6，　F）ても2n＝
6の染色体を数えることがてきた。
考　　察
　タ不カノーマアマノリの生活史については，Shln－
mura（1974）は培養てその一循環を完結させていな
いか，天然葉体の観察や単胞子，果胞子の培養実験
から，他のアマノリと同様てあることを明らかにし
ている。本研究て，タ不カノマアマノリか沖縄ても
生育することかわかり，そのフリー糸状体を継続培
養してきたものからカキ殻穿孔糸状体をつくり，生
12 右田・伊藤：培養によるタネガシマアマノリの生活史
鍵識 嚢
「
・
・
㍗
域
旧
き
鷲
ざ
、
野
間
憂
津
㌶
帆
モ
ぞ
ぎ
ぎ
き
ぼ
ま
を
ご
き
ま
ぎ
ま
ら
き
ヘ
ミ
き
　
　
ご
　
ニ
へ
轟
臨
融
麟
罵
錨
難
　
蒙
華
蹴　羅　、驚
Fig．　5．　Surface　view　of　the　leafy　thallus　of　P．　tanegashimensis　cultured　in　laboratory．
　　　A．　Monospore　liberation　；　B，　C．　Microscopic　denticles，　B．　Upper　part　；　C．　Basal　Part　；　D．　Straight　slit　which
　　　is　related　to　laceration　of　thallus　；　E．　Antheridial　and　cystocarpic　part．　（Scale　bar＝　20gm）
活史の一循環を完結することができた。
　本種の糸状体の生長，形態は，Drew（1954），黒
木（1953），黒木・岩崎（1971）をはじめ多くの研究
者による他のアマノリ属の種での観察と本質的な相
違は見出せなかった。また，糸状体の生長速度も対
照のスサビノリと比べほとんど差はなかった。しか
し，生長の適水温は，スサビノリなどで約20℃とさ
れているのに，本種では25℃と高温であった。この
ように，糸状体の生長適温が種によって相違するこ
とは黒木・秋山（1966）もすでに報告している。ま
た，殻胞子嚢枝形成も，本邦産の多くのアマノリで
20～25℃でその形成が多いとされているのに，本門
ではより高温で形成され，22．5℃以下では形成され
なかった。以上のように，タネガシマアマノリが
他のアマノリの種より高温適応性を持つことは，
Shinmura（1974）が葉体の培養でも指摘している。
　殻胞子嚢では，殻胞子形成時にその内容が分裂す
るのが観察されたが，これはスサビノリ，アサクサ
ノリでも知られており（右田・安部1966），本種で
も殻胞子は殻胞子嚢細胞の分裂によってつくられる
ものと考えられる。
　培養葉体は生長して裂葉に分かれたが，Shin－
mura（1974）の天然産の標本では披針状に分かれた
葉がさらに再分岐しているなどやや形態を異にして
いる。これは，天然産では激しい波浪が当たるため
の形態変異と考えられる。また，裂葉になるヤブレ
アマノリでは造精器斑が縦に形成され精子放出後に
分裂するのに（Miura　l967），本種では細胞壁に直
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Fig　6　Chromosomes　of　P如駕8ロ3雇撒s∬
　　　A，　B　Vegetative　cell　division　of　leafy　thallus，　showmg　three　chromosomes　，　C　Cell　division　m　an－
　　　thendium，　showing　three　chromosomes　（arrow）　，　D　First　division　of　conchospore　germhng，　showing　six
　　　chromosomes　，　E　Vegetative　cell　division　of　Conchocelts　filament，　showing　six　chromosomes　，　F　Cell　divi－
　　　sion　of　conchosporangium，　showmg　six　chromosomes　（Scale　bar＝5ptm）
線状の裂け目かてきるため分かれるように観察され
た。
　葉体の生殖器官の分裂様式は，Shlnmura（1974）
の報告と同じく，造精器て64（a／4，b／4，　c／4），
嚢果て8（a／2，b／2，　c／2）てあり，これは本邦
産の鋸歯を持つクロノリ，マルハアマノリ，ノクノ
アマノリ，ナニアマノリと相違するか（Tanaka
1952，　Mlura　1967），東南アノアに広く分布するP
vzetnamenszsとは一致する（Tanaka　and　Ho　l　962，
小河　リュマノモノ1978，1979，Tseng　l984）。本
種と　P　VtetnamenStSの相違について，　shln－
mura（1974）は特徴の一つとして栄養細胞の大きさ
か前者ては10～15μmなのに後者ては5～6μmて
ある（Tanaka　and　Ho　l962）としている。また，
小河　リュマノモノ（1978）は幼芽の“n”（発芽
体が初めて縦分裂して2裂になるときの細胞数，須
藤1950）か，Pvzetnamenszsては4～8て，　Shln－
mura（1974）の本種の培養て7～14とされている点
を重視している。しかし，PVtetnamenSISの栄養細
胞か5～6μmてあるのはアマノリの細胞としては
余りに小さすぎること，また本研究て殻胞子発芽体
の“n”は6～8てあったことなどを考えると，両
種の区別についてはなお検討を要するように思う。
　本種の染色体数はn＝3てあり，本邦産の鋸歯の
ある種てはYabu（1969，1971，1972）によるとクロ
ノリn＝4，マルハアマノリn＝2，3，ノクノア
マノリn＝3，難燃アマノリn＝3，鬼頭（1978）
によるとクロノリn＝3，マルハアマノリn＝3，
ノクノアマノリn＝3，オニアマノリn＝4とされ
ており，n＝3の種か多いのて染色体数によるタ不
カノマアマノリとの区別は困難てある。
　終りに，材料の採集てご協力いただいた沖縄県水
産課当真　武技師，本種の確認をお願いした鹿児島
水試新村　巌博士に厚く御礼申し上げる。
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